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さ
る
八
月
十
六
日
か
ら
四
日
間 、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
首
都
コ
ロ
シ
ポ
で
聞
か
れ
た
第
五
回
非
同
盟
諸
国
首
脳

会
議
は 、
国
際
社
会
の
将
来
と
国
際
政
治
の
当
面
の
消
問
題
を
展
望
す
る
う
え
で 、
多
く
の
問
題
を
提
供
し

た

雪山火
な
闘
際
的
舞
台
で
あ
っ
た 。
い
わ
ゆ
る
「
第
三
川
界」
消
同
の
動
向
が 、
と
く
に
過
般
の
石
油
危
機

以
来 、
国
際
社
会
の
カ
ギ
を
握
る
か
に
思
わ
れ 、
凶
側
先
進
諸
国
を
悩
ま
せ
て
き
た
だ
け
に 、
正
式
加
盟
国

八
十
六
カ
国 、
ゲ
ス
ト 、

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

を
含
め
る
とい臼
十
カ
国
以
上
に
も
の
ぼ
っ
た
非
同
盟
消
凶
行
脳
が

一－
t
に
会
し
た
と
の
同
際
的
儀
式
の
立
味
は 、
決
し
て
無
川町
で
き
る
も
の
で
は
な
い 。
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非

同

胞

の

新

し

い

方’
川

し
か
も 、
昨
年
八
月
の
9

7
外
相
会
議
に
よ
っ
て 、
今

回
の
首
脳
会
識
に
は
ベ
ト

ナ
ム 、
北
朝
鮮 、
パ
ナ
マ 、
ヵ

l
ポ
ベ
ル
デ 、
ギ
ニ
ア・
ピ
サ
ォ 、
モ
ザ
ン
ピ
1
ク 、
・お

よ
び
P
L
O
（
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構）
の
新
劇
加
盟
が

認
め
ら
れ 、
と
う
し
て
統一
ベ
ト

ナ
ム 、
北
側
鮮 、
P
L

O
と
い
う
話
題
の
焦
点
に
立
っ
た
同
が
叫刺
殺
場
し
た
と
と

も 、
大
き
く
注
付
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た 。

し
か
し 、
同
時
に
ま
た 、
会
議
の
組
模
が
こ
の
よ
う
に

ふ
く
ら
み 、
国
連
加
盟
問
の
三
分
の
二
以
上
の
闘
が
参
集

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
と
と
は 、
出唱
に
早
川別
か
ら
深

夜
ま
で
各
凶
代
去
に
か
わ
る
が
わ
る
出
説
さ
せ
・な
い
と
日

桜
を
泊
化
し
き
れ
な
い
と
い
う 、
手
続
き
上
の
問
題
の
み

な
ら
ず 、
参
加
各
同
向
上
の
復
維
な
利
山内
の
交
錯
を
高
話

せ
ざ
る
を
仰
な
く
な
る。
ま
た 、
と
の
よ
う
に
多
数
凶
が

会
合
す
る
ζ
と
自
体 、
「
非
同
盟
と
い
う
名
の
同
盟
で
は

な
い
か」
と
の
批
判
を
生
ん
だ
と
と
も
た
し
か
で
あ
る。

そ
し
て 、
よ
り
桜
本
的
に
は 、
石
油
危
機
以
来 、
先
進

凶
に
た
い
す
る
「
第
三
欧
界－
の
挑
戦
が
け
ん
伝
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず 、
そ
の
よ
う
な
「
第
三
位
界」
の
戦
闘

性
の
み
で
は 、
と
れ
ら
店
川
口
身
の
当
閣
す
る
困
難
な
問

凶
を
解
決
し
仰
な
い
と
と
へ
の
反
省
が 、
今
川
の
会
議
の

一
つ
の
基
調
に
な
っ
て
い
た
と
と
で
あ
っ
た 。
北
朝
鮮
が

求
め
た
強
硬
な
南
北
統一
の
N

抱
き
込
みH
戦
略
に
多
く

の
諸
国
が
反
発
し
た
の
も 、
こ
の
よ
う
な
基
調
と
無
関
係

で
は
あ
り
叫
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う 。
結
品 、
今
回
の
会
議

は
主
催
凶
ス
リ
ラ
ン
カ
の
パ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
行
相
が
説
い

た
協
調
路
線 、
す
な
わ
ち

｜｜
非
同
盟
運
動
は
力
の
プ
ロ
ッ
ク
を
目
指
す
も
の
で

は
な
く 、
．平
和
共
存
を
山
求
す
る
現
実
的
な
何
学
で
あ

る
と
い
う
方
向
を
全
体
と
し
て
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る。

そ
し
て
そ
と
に
は 、
非
同
加
諸
凶
の
運
動
が
当
面
し
て

い
る
ジ
レ
ン
マ
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
た
と
同
時
に 、
従

来
の
路
線
か
ら
の
脱
皮
に
よ
る
新
し
い
方
向
づ
け
が
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い 。

( 10 ) 

非

同

盟

運

動

と

中
ソ

対

立

と
こ
ろ
で 、
会
議
の
脱
棋
が
と
ζ
ま
で
ふ
く
れ
て
く
る

と 、
そ
も
そ
も
「
非
同
盟
と
は
何
か」
が
改
め
て
間
わ
れ

る
と
と
に
な
る。

今
回
の
第
五
凶
会
設
に
さ
い
し
て
は
パ
キ
ス
タ
ン 、
ル

ー
マ
ニ
ア 、
ポ
ル
ト

ガ
ル 、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
が
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー

あ
る
い
は
正
式
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
参
加
希
望
を

表
明
し
て
い
た
だ
け
に 、
そ
れ
ぞ
れ
S
E
N
T
O
（
中
央

条
約
機
構）

、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
附 、
N
A
T
O
（
北

大
西
洋
条
約
機
構）

、
米
比
市
部・
同
盟
に
加
わ
っ
て
い
る

と
れ
ら
諸
国
の
倣
い
を
め
ぐ
っ
て
も 、
準
備
段
階
の
調
整
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第

百 h、
非 日
同
盟
首脳
.0. 
= 

議

ぅ 。
実
際 、
百
カ
同
以
上
の
非
同
閣
諸
問
が
すべ
て
純
粋

に
H

非
同
盟M
で
は
あ
り
得
ず 、
ζ
の
点
で
最
急
進
派
の

カ
ダ
フ
ィ
・
9
ピ
ア
革
命
評
議
会
議
長
が
皮
肉
に
も

「
非
同
盟
に
は
大
同
の
ヒ
モ
付
き
が
多
い 。
彼
ら
は
ト

ロ
イ
の
馬
だ」

と
述べ
て
い
た
と
と
を 、
一

一般
に
否
定
は
で
き
な
い
の
で

あ
る 。そ

れ
だ
け
に 、
今
川
の
非
同
叩
諸
凶
行
脳
会
議
の
品川
対

に 、
小
ソ
対
立
の
泌 ．怜
が
あ
っ
た
ζ
と
も
事
実
で
あ
る 。

問
知
の
よ
う
に 、
AUt
円
の
小
ソ
対
立
は
N

山中
ソ
冷
戦H
と

も
い
え
る
状
況
に
あ
る 。
そ
し
て
と
く
に 、
非
同
盟
諸
同

は
従
米
か
ら
小
ソ
間
同
の
話
宮
な
外
公
戦
附
の
対
象
で
あ

り 、
外
交
上
の

H
仰
い子
で
あ
っ
た
だ
け
に 、
非
岡
山
市川

凶
行
脳
会
議
に
向
け
て
の
小
ソ
州
凶
の
ん川 一
似
合
戦
や
働
き

か
け
も
培
や
か
だ
っ
た 。

激

し

か
っ

た

中
ソ

の
H

丹

戦
H

ま
ず
ソ
連
は
本
年
二
川
の
ソ
連
北ハ
尚
党
第 ・一
十
五
岡
大

会
で 、
プ
レ
ジ
ネ
フ
九
記
長
が
い
ち
は
や
く
非
同
盟
運
動

に一一 －回
及
し 、
凪
際
社
会
に
お
け
る
非
同
盟
運
動
の
役
湘
を

山川
く
討
価
し
て
以
米 、
き
わ
め
て
制
倒
的
に
非
同
盟
運
動

を
位
山
づ
け
て
き
た 。
五
月
凶
U
の
モ
ス
ク
ワ
政
送
は 、

非
同
関
連
動
と
ア
ジ
ア
集
凶
安
保
附
怨
と
の
附
辿
づ
け
を

お
ζ
な
い 、
さ
ら
にいハ
ハ
ょ
に
ベ
ル
リ
ン
で
聞
か
れ
た
欧

州
共
陀
党
会
議
で
は
プ
レ
ジ・不
フ
代日
記
長
が

「
非
同
盟
運
助
は
別
代
の
同
際
政
治
に
お
い
て
み
し
い

役
割
を
来
た
し
て
い
る」

と
発
言
し
た。

ま
た
同
月
の
ガ
ン
ジ
ー－

イ
ン
ド

ふ円
相
の
訪
ソ
に
よ
る

ソ
印
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
（
六
月
十一
日）
で
は
「
イ
y
ド

の
平
和
主
義
の
対
外
政
策 、
非
同
盟
運
動
に
お
け
る
イ
ン

ド
の
重
姿
な
積
極
的
役
訓」
が
高
く

評
価
さ
れ 、
ソ
速
は

今
回
の
非
同
盟
首
脳
会
議
の
リ
ー

ダ
ー

国
イ
ン
ド

の
立
場

を
大
き
く
支
援
す
る
盗
勢
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た 。

も
と
よ
り 、
ソ
辿
が
同
時
に 、
米
ソ
両
超
大
国へ
の
反

対
を
咋
ザ
す
る
中
間
の
立
場
を
「
市
凶
主
義
と
社
会
主
義

を
川出
向
す
る
も
の」
と
激
し
く
非
難
し 、
ま
た 、
イ
ン
ド

洋
デ
ィ

エ
ゴ
・

ガ
ル
シ
ア
向
に
お
け
る
米
軍
基
地
法
ぷ
に

た
い
す
る
小
川
の
黙
認 、
チ
リ
の
ピ
ノ
チェ
ッ
ト

川阜
市H
政

怖
に
た
い
す
る
小
嗣
の
態
度 、
ア
ン
ゴ－フ
解
放
人
民
運
動

（
M
P
L
A）
へ
の
小
闘
の
敵
対
な
ど
を 、
非
同
盟
迎
動

の
立
場
に
点っ
向
か
ら
反
す
る
も
の
だ

｜｜
と
只
体
的
に

批
判
し
て
き
た
と
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い 。

）

 

－

 

1

 

（

 

と
の
よ
う
な
ソ
辿
の
対
応
に
た
い
し 、
山中
国
が
激
し
く

反
発
し
た
ζ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い 。
六
月
六
日
付
「
人

民
日
報」
に
悩
峨
さ
れ
た
新
輩
社
記
者
の
論
評
「
非
同
盟

運
動
に
た
い
す
る
横
暴
な
千
沙」
な
ど
を
は
じ
め 、
小
国

側
は
ソ
述
が

「
非
同
盟
述
動
に
あ
れ
ζ
れ
と
克
し
出
口
を
た
た
き 、

と
の
運
動
に
た
い
す
る
ソ
辿
社
会
情
同
主
義
の
ず
渉 、

分
裂 、
支
配
の
陰
険
な
下
心
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る」

（
向

仇叩訓）

と
し
て 、
迎
日
の
よ
う
に
対
ソ
非
難
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
た
の
で
あ
っ
た 。
中
国
の
主
必
が 、
非
同
出
向
脳

会
議
を



「
反
帝
国
主
義 、
反
植
民
地
主
持 、

大
な
隊
列」
（
向
論
計）

に
し
よ
う
と
鼓
吹
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
と
は
い
う
ま
で

も
な
い 。

と
う
し
て 、
今
回
の
コ
ロ
ン
ポ
会
議
は
激
し
い
小
ソ
舌

戦
の
な
か
で
注
μ
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た 。

反
州制
権
主
必
の
壮
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は

ず

れ

た

中

国

の

期

待

時事解説

会
議
主
催
問
の
ス
リ
ラ
ン
カ
は
山中
凶
と
友
師
側
係
に
あ

り 、
会
議
場
の
パ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
記
念
ホ
i

ル
は
中
岡
の

援
助
に
よ
っ
て
で
き
た
辿
物
で
あ
る 。
こ
の
事
実
か
ら
し

で
も 、
中
国
は
今
回
の
会
議
が
「
反
樹
権
主
義」
の
立
場

を
よ
り
明
確
に
す
る
と
と
を
期
待
し
て
い
た
で
あ
ろ
う 。

前
回 、
一
九
七 ．一
年
九
月
の
ア
ル
ジ
ェ
に
お
け
る
第
四
国

会
議
に
関
し

「
第
四
回
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
で
は 、
ソ
辿
社
会
・帝

国
主
義
の
刷
縮
主
義
的
行
為
が
多
く
の
参
加
国
の
非
難

を
あ
び
た」
（
前
樹 、
新
諜
社
記
者
論
評）

と
の
評
価
を
お
と
な
っ
て
い
る
中
国
と
し
て
は 、
前
回
に

も
ま
し
て 、
「
反
削
権
主
義」
な
い
し
は
「
米
ソ
同
超
大

国
批
判」
の
明
確
な
立
場
の
附
明
（
せ
ん
め
い）
を
望
ん

だ
よ
う
で
あ
っ
た 。
だ
が 、
こ
の
よ
う
な
中
国
の
期
待
は

つ
い
に
満
た
さ
れ
・な
か
っ
た 。
会
議
の
立
言
や
決
印刷
の
な

か
に
も 、
明
ら
さ
ま
な
対
ソ
非
雌
を
立
昧
す
る
「
制
権
主

義」
と
い
う
用
語
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
し 、
ソ
辿
を
名

指
し
で
批
判
し
た
国
も
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。

会
識
が
お
わ
っ
て
か
ら
の
新
議
社
記
者
と
「
人
民
日
朝」

記
者
の
尖
同
紙
訴
に
よ
る
コ
ロ
ン
ボ
通
似「
団
結
の
脱
会」

昭和51年9月14日（火）

（「
人
民
日
報」
八
月
二
十
五
日
付）
は

「
非
同
盟
話
国
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
果 、
乙
の
会
議

は
ソ
連
の
設
け
た
幾
重
も
の
陣
宵
を
乗
り

越
え 、
第
四

回
筒
脳
会
議
を
ふ
ま
え
て 、
反
術
岡
、いよ
持 、
反
航
民
地

主
義 、
反
叫制
縦
主

義
の
点
向へ
と
正
し
い
前
進
を
つ
づ

け 、
非
同
盟
運
動
の
発
鹿
に
新
た
な
寄
与
を
し
た」

と
述べ
て
い
る
が 、
と
の
よ
う
な
評
価
は 、
中
国
側
の
希

望
的
観
測
で
し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る 。

お
も
え
ば
小
同
は
と
の
と
ζ
ろ 、
右
の
よ
う
な
プ
レ
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
み
な
ら
ず 、
北』尽
に
「
第
三
世
界」
の

首
脳
を
相
次
い
で
招
い
て
拙
極
的
な
相
待
外
交
を
展
開
し

て
き
た
の
で
あ
る
が 、
そ
の
よ
う
左
中
国
の
働
き
か
け
が

必
ず
し
も
成
山
し
な
か
っ
た
背
此
に
は 、
や
は
り
い
く
つ

か
の
型
的
が
あ
っ
た 。

ま
ず
第一
に
は 、
今
回
の
非
同
山
首
脳
会
議
の
参
加
闘

を
み
て
み
る
と 、
や
は
り
ア
フ
リ
カ 、
中
近
東
お
よ
び
ラ

テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
諸
国
が
多
く 、
し
か
も
ζ
れ
ら
諸
国
の

多
く
は
ソ
巡
の
控
助
を
受
け
て
お
り 、
中
岡
の
主

政通
り

の
「
反
制
雌
ド土
義」
の
立
場
に
は
立
ち
に
く
い
事
前
が
あ

る 。
ま
た
イ
ン
ド 、

キュ
ー

バ 、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア 、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
非
同
盟
首
脳
会
議
の
リ
ー

ダ
ー

国
は 、
内
す
れ

も
ソ
辿
と
友
好
関
係
に
あ
り 、

他
方 、
最
近 、
対
ソ
離
反

．
対
中
傾
斜
の
方
向
に
あ
る
エ
ジ
プ
ト

の
サ
ダ
ト

大
統
領

も 、
こ
の
会
議
に
関
す
る
限
り 、
中
同
が
期
待
し
た
ほ
ど

に
は
反
ソ
的
な
姿
勢
を一京
さ
・な
か
っ
た 。
親
中
国
的
な
プ

ッ
ト

首
相
を
擁
す
るパ
キ
ス
タ
ン
や 、
中
国
に
と
っ
て
は

無一一
の
肌
友
で
あ
る
ア
ル
バ
ニ
ア
は 、
ζ
の
会
議
に
加
わ

っ
て
い
な
い 。
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⑨
安
雌
彦
太
郎
編

四
六
／
1
3
0
0
円

閏回匂h
ru’
』H』可
、、
内ノ
ψ
む
巾
巾内

E
4
2
T
EA
J
nu
品
おu
E寸

｜
中
国
の
思
想
と
科
学
技
術
｜

間
以

型近代ホ夜会届
え 、
独’けの
発M胤み
W品志
向

す
る

・中国
の
現
均
か
ら
と
ら
え
た

夫氏
と
は
？

こ
れ
は 、

新
し
い
旧

慈
・

副匁十技術
孟
示

唆ナ4
9

北
朝
鮮
も 、
自
闘
の
問
題
で
手
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
ば

か
り
か 、
会
議
で
の
孤
立
化
の
傾
向
さ
え
み
え
た
の
で
あ

ヲ匂
。

移

行

期

の

ジ

レ

ン

マ

？

第
こ
に
は 、
今
回
の
会
議
を
論
じ
た
八
月
二
十
五
日
付

「
人
民
日
報」
社
説
（
「
帝
同
主
義 、
柏
民
地
主
義 、
明

縦
主
義
に
反
対
す
る
闘
争
の
・な
か
で
前
進
し
よ
う
1

第
五

凶
非
同
盟
諸
問・
政
府
首
脳
会
議
の
勝
利
の
閉
幕
を
祝っ

て」
）
で

「
中
間
は
発
展
途
上
の
社
会
主
義
国
で
あ
る 。
中
岡
は

広
備
な
非
同
即
時
固
と
と
も
に
部
竺
甘い
界
に
属
す
る」

と
再
び
く
り
か
え
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
と
の
よ

う
な
原
則
的 、
か
つ
抽
象
的
な
「
第
三
世
界」
論
だ
け
で

は 、
今
日
の
「
第
三
悦
界」
諸
同
が
当
面
す
る
諸
問
題
の

解
決
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
と
と
を 、
と
と
二 、
三
年

の
経
験
に
よ
っ
て 、
当
の
「
第
三
秋
山介」
日’M
が
知
り
つ

く
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う 。

か
つ
て一
九
六
四
年
春
の
国
連
資
源
特
別
総
会
に
・お
い

て 、
布
の
よ
う
な
立
掛
か
ら
中
同
と
し
て
の「
第
三
悦
界」

協
を
山
え
た
郷
小
．千
前
副
総
理
が 、
今
谷
以
来 、
小
閑
同

( 12 ) 
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内
の・
「
走
資
派」
批
判
に
よ
っ
て
傷
を
受
け、
つ
い
に
一持

び
失
脚
し
て
い
っ
た
ζ
と
も
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
た
と
恩
．

わ
れ
る。

第・ニ
に
は、
ω
ア
ン
ゴ
ラ
内
戦
で
の
中
国
の
立
場
（
す

な
わ
ち、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
M
P
L
A
に
敵
対
す
る
立

場
に
立
っ
た
乙
と）
、
ωハ
ノ
イ
と
北
京
と
の
冷
た
い
関

係
（
そ
の
象
徴
と
し
て
の
西
沙
群
島、
南
沙
群
島
の
領
土

紛
争）
、
ω
中
東
産
油
同
に
対
す
る
産
油
国・
中
国
の
立

場
か
ら
の
強
い
支
持
（
キュ
ー
バ
の
ロ
ド
リ
ゲ
ス
副
首
相

は
今
回
の
会
議
で
「
非
同
胞
の
陀
州
国
は
そ
の
利
潤
を
非

同
盟
の
非
産
油
国
に
回
すべ
き
だ」
と
述べ
た）

ーー
な

ど
が、
中
国
の
立
場へ
の
各
国
の
共
感
を
縛
め
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る。

ζ
う
し
て、
今
回
の
非
同
盟
首
脳
会
議
は
中
国
の
「
第

三
世
界」
外
交
を、
改
め
て
試
練
に
立
た
せ
る
ζ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
っ
た。
毛
沢
東
以
後へ
の
移
行
期
に
あ
る
中

国
の
ジ
レ
ン
マ
は、
ζ
の
点
に
も
存
在
す
る
と
い
え
る
だ

ろ
う。

総
西選 1挙 l、

2ィ
点 ツの

て

2も
ロ
ツ
キ

勾ブbu 

明
燃
え
上
が
る

時事解説昭和51年9月14日（火）

（
ハ
ン
ブ
ル
ク
H
佐
々
木
特
派
員）

日
本、

オ
ラ
ン
ダ

な
ど
に
比べ
て、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
究
明
の
立
ち
遅
れ
が

目
立
つ
西
ド
イ
ツ
で
も、
最
近、
事
件
の
徹
底
究
明
を
急

ぐ
べ
き
だ
と
す
る
戸
が
に
わ
か
に
高
ま
っ
て
き
た。
ζ
れ

は
九
月
九
日、
F
山
ス
タ
l
フ
ァ
イ
タ
1
機
の
導
入
を
め

ぐ
っ
て、
国
防
省
か
ら
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
代
理
人
に
手
数
料

三
百
七
十
万
勺
（
当
時
の
レ
l
ト
で
約
三
億
五
千
万
同）

が
支
払
わ
れ
て
い
る
ζ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
た
め
で、

議
会
に
真
相
究
明
の
調
査
委
民
会
を
設
け
る
べ
き
だ
と
す

る
戸
が
上
が
っ
て
い
る。

シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス

氏
に
新
た
な
疑
惑

ζ
の
市
災
を
総
説
し
た
の
は
「
フ
ラ
シ
ク
フ
ル
タ
l

ル
ン
ト
シ
ャ
ウ」
紙
（
九
月
九
日
付）
だ
が、
同
紙
に
よ

る
と、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
（
C
S
U）
の
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
党
首
が
国
防
相
時
代
（一
九
五
六
J
六
三
年）
、
空

軍
が
採
用
し
た
F
刷
機
の
附
入
契
約
に
さ
い
し
て、
メ
ー

カ
ー
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
代
理
人
数
人
に
合
計
三
行
七
十
万

勺
の
手
数
料
が
支
払
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る。
与
党
社
会

民
主
党
（
S
P
D）
の
ウェ
1
ナ
l
院
内
総
務
の
調
べ
に

よ
る
と、
支
払
わ
れ
た
相
手
は、
オ
ラ
ン
ダ
の
ベ
ル
ン
ρ

ル
ト
殿
下
の
μ
以
い
結H
問
凶
で
も
名
前
が
あ
が
っ
た
ス

イ
ス
の
代
別
人
モ
イ
ザ
I
氏
や、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
阿
ド

イ
ツ
代
用
店
だ
っ
た
「
ド
イ
ジ
チ
ェ
・
コ
メ
ル
ツ」
社
と

な
っ
て
い
る。

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
C
S
U
北
口
は
野
覚
の
尖
力
点
だ
が、

と
れ
ま
で
も
同
氏
が
同
防
相
時
代
に
採
用
し
た
F
刷
機
の

噂
入
を
め
ぐ
っ
て、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
か
ら
巨
額
の
金
を
受

け・
取
っ
た
と
う
わ
さ
さ
れ
て
お
り、
ア
メ
リ
カ
上
院
の
小

委
員
会
で
も、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
凶
ド
イ
ツ
代
表
だ
っ
た
ρ

ウ
ザ
1
氏
が
そ
の
事
実
を
証
言
し
た

ーー
な
ど
と
伝
え
ら

れ
た
と
と
が
あ
る。
こ
の
た
め、
西
ド
イ
ツ
政
府
は
今
月

末、
エ
ル
ケ
ル
法
務
次
官
を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し、
ロ
ッ

キ
ー
ド
不
正
献
金
問
題
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
議
会
の
公
聴

会
質
料
の
入
手
に
つ
い
て、
ア
メ
リ
カ
政
府
当
局
と
交
渉

さ
せ
る
ζ
と
に
し
て
い
る。

と
に
か
く
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
1
・

ル
ン
ト
シ
ャ
ウ
」

紙
が
報
じ
た
内
容
は、
こ
れ
ま
で
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
と
は

ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
あ
る
た
め、
凶
ド
イ
ツ
政
界
に
深

刻
な
筒
幣
を
与
え
て
お
り、
ウェ
i
ナ
l
社
民
党
院
内
総

務
は、
早
急
に
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
質
料
を
取
り
寄
せ、
同

ド
イ
ツ
側
か
ら
手
数
料
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
が、
再
び

ロ
ッ
キ
ー
ド
社
か
ら
西
ド
イ
ツ
の
政
治
家
に
流
れ
て
い
な

い
か
ど
う
か
を
調
食
す
る
た
め、
議
会
内
に
特
別
調
査
委

員
会
を
設
け
る
よ
う
提
案
し
た。

ζ
れ
に
対
し
て
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
C
S
U
党
首
は、
手
数

料
を
支
払
う
の
は、
武
器
を
輸
入
す
る
さ
い
の
通
常
の
商

慣
刷円
で
あ
る

｜｜
と
反
論
し、
同
氏
に
か
け
ら
れ
た
疑
惑

を
と
く
た
め

｜｜
特
別
委
日
会
の
投
m
に

質成
す
る

と
述べ、
山河
の
槻
山
を
主
張
し
て
い
る。

西
ド
イ
ツ
で
は
総
選
挙
が
あ
と
三
週
間
後
に
迫
っ
て
い

る
だ
け
に、
に
わ
か
に
浮
か
び
ょ
が
っ
た
ロ
ッ
キ
ー
ド
問

題
は
与
野
党
内
の
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
観
が
あ
る。
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